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＜事業者＞

ストレステスト一次評価を実施

＜国＞

ストレステスト評価結果の確認

大飯３，４号機の再稼働の判断

更なる安全性・信頼性向上の
ための対策の実施計画を策定

原子力規制委員会発足

2011/5～

2011/7～

2012/7～

2013/7～

新規制基準の検討

新規制基準の施行

福島第一原子力発電所事故の

技術的知見のとりまとめ

大飯３，４号機起動

大飯３、４号機 新規制基準
適合性確認結果の提出 大飯３，４号機の適合性確認2013/4～

新規制基準への適合性審査申請

2012/10～

関西電力大飯３，４号機の運転までの経緯

事故後直ちに緊急安全対策等を実施

（定期検査開始予定 大飯３号機 2013/9/2～ 大飯４号機 2013/9/15～ ）

１

ストレステスト実施の要求



冷却器
余熱除去
ポンプ

１次冷却材
ポンプ

原子炉
圧力容器

２次系１次系

加圧水型（PWR）発電所において電源がなくなった場合の対応 ２

万一、非常用予備発電機が起動せず、原子力発電所内すべての電力供給が喪失した場合でも、電源
を使用しない機器等により原子炉を「止める」、「冷やす」、放射性物質を「閉じ込める」こととしています。

原子炉格納容器



全交流電源喪失、最終ヒートシンク喪失が長期に亘り継続し、
燃料の重大な損傷、格納容器の破損など深刻な事態に陥った

○ 地震発生により原子炉は正常に自動停止

地すべりによる送電鉄塔の倒壊等により外部電源が喪失

○ 非常用ディーゼル発電機は全て正常に自動起動

○ 原子炉の冷却に必要な機器は正常に動作

非常用ディーゼル発電機、配電盤、バッテリー等の重要な設備が被水

全交流電源（外部電源＋非常用ディーゼル発電機）が喪失

海水ポンプが損壊し、最終ヒートシンクが喪失（崩壊熱を排出する機能を喪失）

津波による影響

地震による影響
凡例 ： ○成功、 失敗

水源確保 浸水対策電源確保

｢多様化｣と｢多重化｣

安全確保対策

プラント監視をする為に
必要な電源設備を確保

最終ヒートシンク喪失対策として
蒸気発生器への給水の確保

重要機器建屋の
浸水対策を実施

福島第一原子力発電所事故から得られた知見 ３
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新規制基準（平成25年7月8日施行）の概要 ４



緊急時対策所

・地震津波の影響を受

けず代替交流電源か

ら給電

特定安全施設：5年後までに整備

・意図的な航空機衝突などを想定し、以下設備等を設置

●非常用電源や冷却
装置の多様化、多重化

緊急時制御室（中央制御室のバックアップ）

原子炉や格納容器への注水機能

電源設備・通信連絡設備等のサポート機能

フィルタ・ベント※

（放射性物資を低減

して排気）

※特定安全施設の「格納容器の過圧破損防止機能」の例として「フィルタ・ベント」が示されている

新規制基準で示された主な対策 ５



海水
ポンプ

(高圧注入系)

(低圧注入系)

(余熱除去系)

格納容器スプレイ系

原子炉格納容器

再循環サンプ

原子炉容器

１次冷却材
ポンプ

蒸
気
発
生
器

制御棒

燃料

燃料取替用
水ピット

蒸気
(タービンへ)

給水(復水器から)

タービン動補助給水ポンプ

電源盤

蒸気を大気へ放出

非常用
Ｄ／Ｇ

ディーゼル
消火ポンプ

冷却器

・中央制御室
へ
・各計器へ

非常用
蓄電池

冷却水
ポンプ

電源車の配備

・各機器へ

排気筒

復水
ピッ
ト

常用
蓄電池

空冷式非常用発電装置の配備

接続

大容量ポンプの配備
（３台/２ユニット）

可般式エンジン駆動
海水ポンプの配備（9台/ユニット）

接続盤

配管恒設化
電動補助給水ポンプ

海水接続口の設置

接続ラインの恒設化

２次系
純水
タンク
（Ｃ）

２次系
純水
タンク
（予備）

淡水
タンク

＊１

消火水系統より＊１

＊２

アニュラ
ス排気系

冷却器冷却ポンプ

１次系純
水

タンクより

海
水

消火栓

淡水タンク
より

中圧ポンプの
設置

・水密扉への
取替

・シール施工
・非常用Ｄ／Ｇ
空調用ダクト
かさ上げ

空冷式非常用発電装置遠隔起動化工事
・中央制御室から起動操作を可能とするよう
設備を改造（恒設化） （２台/ユニット）

電源車の配備
・追加配備
（３台、合計５台/２ユニット）

可搬式バッテリの配備
・タービン動補助給水ポンプの非常用
油ポンプ起動用可搬式バッテリを配備
（１台/ユニット）

使用済燃料ピット

加圧器

加圧器逃
がしタンク

加圧器逃がし弁制御用空気代替ライン設置
・加圧器逃がし弁を作動させるための
窒素ボンベ及び可搬式コンプレッサを配備

（ボンベ:12本/ユニット、コンプレッサ:2台/ユニット)

キャナル+SFP

屋 外
（ＳＦＰエリア外）

電源ケーブル

恒設及び可搬式代替低圧注水ポンプの設置
・電源、補機冷却水が喪失した場合でも、速やかに原子炉お
よび格納容器に注水できるよう、専用ポンプ・電源を配備
（恒設：１台/ユニット、可搬式：５台/２ユニット）

【恒設の例】

電動
ﾎﾟﾝﾌﾟ

ポンプ電源供給
【610kVA】専用配備

屋 内
（ＳＦＰエリア内）

専用ホース

＊２

再循環
ユニット

静的触媒式水素再結合装置設置
・原子炉格納容器内の水素濃度を低減するための
触媒式の水素再結合装置を設置(5台/ユニット)

静的触媒式
水素再結合装置

放水砲の配備
・原子炉格納容器破損時等の放
射性物質拡散防止のため放水砲
を配備(2台/２ユニット)

スプレイヘッダ

スプレイヘッダの配備
・使用済燃料ピットから大量に水が漏え
いした場合等、ピット内燃料の著しい損
傷を緩和し、放射性物質の拡散を防止
のため放水砲を配備(2台/ユニット)

消防ポンプの配備（29台/2ユニット）

消防ポンプの配備（13台/発電所）

関西電力大飯３、４号機 新規制基準対応として実施した主な工事 ６

（平成２５年６月末時点）

http://www.tohatsu.co.jp/bousai/d/d-1f-2.html
http://www.tohatsu.co.jp/bousai/d/d-1f-2.html


新規制基準適合性確認結果の概要 ７



免震事務棟完成イメージ図
・地上9階＋地下１階
・収容想定人数 最大約1,000人

○地震・津波の自然災害等でも機能喪失しない
緊急時の指揮所を確保・整備。

○必要人員の収容スペース、事故時に中央操作
室や指揮所の機能発揮に必要な電源の確保、
放射性物質の流入防止、カメラ等による建屋等
の周辺状況の監視機能及び通信機能の確保
を担保。

○H24.7 免震事務棟の仕様を確定
○H25.3 建設場所を決定
○H25.4 敷地造成を開始
○H25.6 建物工事を開始

平成27年度上期中

の運用開始を目指
して進行中

（平成25年6月末現在）

主な中長期対策実施状況（免震事務棟の設置１／２） ８



主な中長期対策実施状況（免震事務棟の設置２／２） ９

高浜発電所

○建設予定地：
北門横協力会社駐車場（EL＋17.0m）

○作業状況

3号

1号2号

4号

大飯発電所

○建設予定地：
広場（グランド）の向かい空き地
（EL＋15.0m）

○作業状況

3号 1号2号4号

美浜発電所

○建設予定地：
３号機取水口横（EL＋6.0m）

○作業状況

3号

2号 1号



②の計画（イメージ）
＜参考：美浜・高浜発電所の計画＞

完 了

施 工 中

施 工 中

完 了

主な中長期対策実施状況（防潮堤のかさ上げ） １０

完 了



大飯3,4号機・高浜3,4号機新規制基準適合性審査に係る申請（7月8日）の概要について

○地震動、津波、火山、地盤の評価

○重大事故等対処設備他に関する以下の事項
・基本設計方針（耐震・耐津波、火災防護等）及び新規制基準への適合のための設計方針

・設備仕様（追加設備例：空冷式非常用発電装置、大容量ポンプ等）

○重大事故対策の有効性評価（炉心損傷防止、格納容器破損防止等） 等

原子炉設置変更許可申請の主な内容

○設備毎に下記の説明資料を添付
・仕様の設定根拠

・重大事故等対処設備の使用条件下における健全性

・耐震性、強度 等

工事計画認可申請の主な内容

○追加した設備の運用等について規定

保安規定変更認可申請の主な内容

１１

１２

１３

１４



○重大事故等対処設備の設計方針、設備仕様、
系統構成等

○重大事故等に対する対策の有効性評価

○対策に必要な体制や手順の整備に関する説
明

○地盤、地震(基準地震動)、津波(基準津波)、
火山、気象条件(竜巻､降水等) の設定

○内部溢水・火災に対する設計方針

原子炉設置変更許可申請の主な内容

○重大事故等へ対処するための対策
の整備（新設）

○重大事故等に対する対策の有効性
の確認（新設）

○自然現象に対する考慮（強化）
（耐震・耐津波性能、竜巻の考慮等）

○内部溢水に対する考慮（新設）
火災に対する考慮（強化）

規制要求の主な変更内容 設置変更許可の主な申請内容

「実用発電用原子炉及びその附属施設の位置、構造及び設備の基準の規則」を踏まえ、
重大事故等対処設備の設置や体制の整備等の基本設計・基本方針について申請を行う。

１２



工事計画認可申請の主な内容

○核燃料物質の取扱施設及び貯蔵施設

・可搬式代替低圧注水ポンプ

○原子炉冷却系統施設

・恒設代替低圧注水ポンプ

○計測制御系統施設

・可搬式空気圧縮機

○放射線管理施設

・可搬型空間線量率測定器（エリアモニタ）

○その他発電用原子炉の附属施設

・空冷式非常用発電装置

重大事故に対処するために

必要な新設設備

今
回
申
請

それ以外の設備

・重大事故に対処するために使用する
既設設備

・基本設計方針、適用基準等の変更に
該当するもの等

申請する範囲

○核燃料物質の取扱施設及び貯蔵施設

・燃料取替用水ポンプ

○原子炉冷却系統施設

・主蒸気逃がし弁

○計測制御系統施設

・炉心出口温度計

○放射線管理施設

・格納容器高レンジエリアモニタ（高レンジ）

○原子炉格納施設

・格納容器スプレイポンプ

○その他発電用原子炉の附属施設

・電動消火ポンプ

申請する設備の例

次
回
申
請

申請

重大事故等に対処するための設備を含めた原子炉施設（設備）のうち、「実用発電用原子
炉の設置、運転等に関する規則（炉規則）」において規定された設備の詳細設計について
申請を行う。

１３



原子炉施設の保守管理に関し、溶接事業者検査
および定期事業者検査の実施体制に関すること
を定めること

施設定期検査及び使用前検査の結果の記録項
目を追加すること

火災発生時、内部溢水発生時、重大事故等発生
時、大規模損壊発生時における原子炉施設の保
全活動を行う体制を整備すること

重大事故等対処設備の運転上の制限を設定す
ること

原子炉主任技術者をユニット毎に選任すること、
また、電気主任技術者及びボイラー・タービン主
任技術者の職務範囲等を規定すること

＜炉規則の改正内容＞

○記録項目の追加

○溶接、定期事業者検査体制の整備

保守
管理
他

○炉心損傷防止、格納容器破損防止、停止中お

よび使用済燃料貯蔵プールにおける燃料損傷

防止のそれぞれの有効性評価結果を踏まえ、

重大事故等対処設備に対する運転上の制限

（サーベランス、運転上の制限を満足しないと判

断した場合の要求される措置の内容及び完了

時間）の新規設定

○以下の事項に対する体制の整備

・重大事故等発生時における対応体制
・火災発生時における対応体制
・内部溢水発生時における対応体制

運転
管理

○原子炉主任技術者をユニット毎に選任

○電気主任技術者およびボイラー・タービン

主任技術者の職務範囲を新規に規定 他

保安
管理
体制

＜保安規定の改正内容＞

運転管理、手順、体制等の原子炉施設の運用に関する事項を規定した保安規定につい
て、炉規則の改正内容を反映し申請を行う。

保安規定変更認可申請の主な内容 １４



※破砕帯はEL.3mの分布を表示

大飯発電所Ｆ－６破砕帯に関する調査位置図 １５

【既往トレンチ調査位置付近】
・ボーリング調査

【既往トレンチ調査位置南側斜面】
・ボーリング調査

【台場浜付近（海岸）】
・地表踏査

旧
Ｆ－

６破
砕
帯

【台場浜付近（陸域）】
・トレンチ調査（拡大）
・ボーリング調査

【既往トレンチ南側法面】
・トレンチ調査



トレンチ調査計画位置
トレンチ断面図

標高約-4m

標高約
16.5m

（地表面で長さ約70m×幅約50m

×深さ約40m）
標高約
40m

約50m 約70m 正門

調査工程

調査位置写真

平成２５年

６月

既往トレンチ
南側法面

７月５月４月３月２月月

年 平成２５年

６月 ７月５月４月３月２月月

年

※工程は、調査の状況によって変更となる場合がある。

計画

（凡例）
準備

調査

解析許認可等準備

▼掘削完了

大飯発電所既往トレンチ南側法面におけるトレンチ調査状況（１／４） １６



大飯発電所既往トレンチ南側法面におけるトレンチ調査状況（２／４） １７



大飯発電所既往トレンチ南側法面におけるトレンチ調査状況（３／４） １８



大飯発電所既往トレンチ南側法面におけるトレンチ調査状況（４／４） １９


	Slide Number  1
	Slide Number  2
	Slide Number  3
	Slide Number  4
	Slide Number  5
	Slide Number  6
	Slide Number  7
	Slide Number  8
	Slide Number  9
	Slide Number  10
	Slide Number  11
	Slide Number  12
	Slide Number  13
	Slide Number  14
	Slide Number  15
	Slide Number  16
	Slide Number  17
	Slide Number  18
	Slide Number  19
	Slide Number  20

